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1. 背景 

徳島大学常三島キャンパスは，水害，高潮，津波といった 3 つの浸水被害の危険性がある場所に立地する（図

1）．徳島大学では，BCP（Business Continuity Plan）の策定は行われているものの，その実効性については課題が

残る．そこで，令和元年台風 19 号により被災した私立高校を訪問し，当時の浸水被害の状況や，その後の対応

策についてヒアリング調査を行った．本稿では，私立高校より伺ったお話や教訓を基に，今後教育機関が浸水

した場合の教訓を整理し，徳島大学 BCP や防災対策の留意点を得ることを目的に整理をおこなった． 

 なお，令和元年台風 19 号は，10 月 12 日に日本列島に上陸し，13 都県に大雨特別警報が発表されるなど，東

日本の広い範囲に記録的な大雨をもたらし，甚大な被害が発生した．福島県内においても総雨量 200mm 以上の

大雨を記録し，一級河川の阿武隈川が複数個所で越水したほか，支流で堤防が決壊するなど広範囲に浸水被害

が及んだ 1）． 

 

2．ヒアリング調査の概要 

令和 4年 1月 5日に郡山市内の私立高校（図 2）を訪れ，当時の

被災状況（写真 1）や浸水時の対応，復旧過程での課題や教訓など

についてヒアリングを行った．ヒアリング対象者は，浸水時に校内

で避難所等の対応にあたっていた同校の校長先生 1 名と，後の復

旧に当たった教頭先生 2 名である．同校から，浸水時の様子や，

その後の復旧過程において生徒や保護者らへ発信したメールの内

容についてまとめた備忘録をいただき，この資料を基に時系列の

整理を行った（図 3）．また，お話を伺う中でお聞きした教訓を，

今後教育機関が浸水した際の 5つの教訓として整理した．  

 

3．結果 

3.1 調査対象の高校から得た 5つの教訓 

（1）教訓①：普段から地域住民との避難訓練を実施する 

調査対象の高校では，発災の 2 年前から地域住民の方と生徒と

の避難訓練を行っており，行政からの支援物資などの納品もあっ

た．そのため，10 月 12 日 14 時に校長が町内会に避難を進言して

からは，スムーズに避難を行うことができた． 

（2）教訓②：高価な資機材や重要書類・データ等は浸水しない場

所に保管しておく 

 調査対象の高校では，残念ながら浸水域の 1 階に置いてあった

吹奏楽部の楽器や，授業等で使用するパソコン 90 台等が浸水して

しまった．しかし，幸運なことに就職や進学にかかわる成績書類等

のデータが保存されたサーバーは浸水しない箇所に設置されてお

り，休校中においても最低限の就職や進学にかかわる業務を継続

することができた． 

 

図 1 徳島大学常三島ｷｬﾝﾊﾟｽの位置 

 

図 2 調査対象の私立高校の位置 

 

写真 1 浸水被害の様子 
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（3）教訓③：1階の電気系統のみを遮断し 2階以上で電

源を確保できるブレーカーの設置を検討する 

校内に水が入ってきてまもなく，校内は全館停電し

た．自家発電が屋上に設置されていたため，暴風の最中

に屋上に上がり，電源を入れることは不可能であったた

め，外部連絡が全くできない状況となった．同校の校長

は，火災報知器の警報音をとめるために，漆黒の闇の中

で腰まで水につかり，電源操作盤を操作しなければいけ

なかった．そのような経験から，1 階の電気系統のみを

遮断し分岐できるようなブレーカーを設置できれば，2

階以上で早期復旧を行える可能性を指摘していた．  

（4）教訓④：復旧業者の迅速な確保と調整を行う 

 水が引いた後も，匂いが消えず，部材の再利用はでき

ず，大がかりな復旧をしなければいけなかった．運よく，

調査対象の高校を建設した業者が復旧に当たってくれ

た．いたるところで消毒作業も必要であったが，一環し

て執り行ってもらったため，復旧を早く終えることがで

きた．ただし，行政からは後ほど相見積もりをとってい

ないという点で注意を受けた． 

（5）教訓⑤：寄付金口座を検討しておく 

 調査対象の高校では，被災した際に全国の卒業生等から多くの寄付金の連絡をいただけた．しかし．ライフ

ラインが止まっているためにすぐに対応することができなかった．また，善意で行われたものであるが，高校

が行っている義援金の勧誘ではない動きもあり，注意喚起を呼びかけるメールを行わなければいけなかった．

このような経験から，平時から災害時の寄付口座のようなものを準備できれば，高校のホームページで案内す

ることもできたことを指摘していた． 

 

3.2 徳島大学で BCPや大学防災を進めていく際の留意点 

徳島大学で BCP や大学防災を進めていく際の優先順位として，まずは安全配慮義務 2）を果たすように教職員

や学生に対してあらかじめ実効性のある避難訓練の実施や防災対策の徹底を周知し，犠牲者を出さないことで

ある．次に，徳島大学が洪水・高潮・津波による浸水被害を受ける場所に立地していることを鑑みると，教訓②

や③のようにあらかじめ浸水被害を最低限にするための策を講じることである．また，徳島大学は住宅市街地

に立地することから地域住民らが大学に避難してくる可能性や，地域の災害復興拠点として機能することを考

え，教訓①から得られたように，定期的に住民参加型の避難訓練を検討する必要がある．以上のことはこれま

でも大学内で検討，実施されてきたことではあるが，BCM として継続性のある取り組みにしていく必要がある． 

 

4．まとめ 

本稿では，教育機関が浸水した場合の教訓を 5 つに整理し，徳島大学 BCP や防災対策を進める際の留意点に

ついて述べた．今後は，水害や高潮被害に備えたタイムラインを作成し，風水害に備えた備蓄と対策を整える

といったことから実効性を高めていく予定である．  
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図 3 被災状況を整理したタイムライン 

10月12日14：00 神明下町内会に連絡し体育館への避難を進言
避難者140名

22：00 阿武隈川で危険水位である7.9mを超えた

13日 1：00 阿武隈川，笹原川，逢瀬川，谷田川の堤防を越水
谷田川，藤田川の堤防が決壊

3：00 校舎内に浸水を確認
吹奏楽部の楽器をできるだけ高い位置に運び上げ
るがすでに浸水してしまっていた

自衛隊のボートで浸水域から救助されるも，運ばれ
た先でどこへ行けばよいかわからず途方にくれた．

時刻不明

命を守る最大限の行動を優先
15日まで休校するとの案内

21：00

生徒・保護者，職員への緊急メール開始

高校内での校長先生の被災状況

14日 13：48 学校再開時期について見通しがたたない
しばらく自宅待機の案内

15日 8：33 水が引いてきたので，出勤できる職員に足して
片づけを始めるメールを配信

20：15 23日に授業再開を目指すとの案内

18日 13：11 浸水した下足ロッカーや靴は衛生面を考慮してすべ
て破棄になる旨，再開がさらに遅れる旨を案内

18：58 本学と関係ない義援金の振り込みを勧誘する動き
があるため注意するように連絡

22日 16：00 １１月5日に授業災害の案内
自宅学習を促す．就職や進学に係る書類が必要な場
合は，時間を指定し来校の指示

28日 13：20 教科書，制服等の登校や授業に必要なものを調査す
るためのメールを配信

11月5日17：34 授業再開の報告メールを配信

メール配信時刻

おおよその時刻
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